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と思う。また、江戸時代後期は、梅村氏は、Stop and Go Policy（梅村、同前、９－18頁）とういように財政の縮小と拡
大が交互におこなわれてきたことが人口の停滞を招いた一因にもなったと考えている。
　　しかし、人口増加と経済成長は必ずしも一致するわけではないことも考慮されなければならないだろう。
29　E.H.カー、清水幾太郎訳『歴史とは何か』、岩波書店、1962年、40頁。エドワード・ハーネット・カー（Edward Hallett 
Carr）、（1892－1982年）は、「歴史とは歴史家と事実との相互作用の不断の過程であり、現代と過去との間の尽きること
を知らぬ対話」（同前、カー『歴史とは何か』、40頁）という著名な言葉を残した。
